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昨年は比較的災害の少ない年ではありましたが、8月の九州・北陸地方を中心とした

豪雨災害、10月の台風による八丈島での長期断水被害、12月の青森県東方沖地震によ

る鉄道被害など、自然災害は依然頻発しています。また、令和6年能登半島地震からの

復旧・復興や、昨年1月の八潮市における道路陥没事故への対応などを通じて、防災・

減災対策に加え、老朽化が進むインフラの計画的な維持管理・更新の重要性が改めて

認識されています。こうした中、私たち建設コンサルタントには、これまで培ってき

た技術力と経験を活かし、防災・減災、国土強靱化、インフラマネジメントを通じ

て、安全・安心な社会の実現により一層貢献することが期待されています。 
一方、公共工事の品質確保と担い手確保に向けた制度改革も着実に進んでいます。

技術者単価の継続的な引き上げや納期の平準化に加え、本年度からは「コンサル版ス

ライド条項」の試行が開始されるなど、建設コンサルタントを取り巻く事業環境は着

実に改善しつつあります。しかし、持続可能な業界の発展に向けては、適正な業務価

格の確保や安定的な事業量の確保など、なお解決すべき課題も残されています。 
このような環境変化の中で、私たちは建設コンサルタントの社会的認知度と地位の

向上を図り、業界で働く一人ひとりが新3K（給与、休暇、希望）を実感できる、魅力

ある業界づくりを進めてまいります。昨年策定した『建設コンサルタントビジョン

2025』の実現に向け、「オープンイノベーションで持続可能な未来を創る」という理

念のもと、業界内外との連携をさらに深めています。 
 

 『建設コンサルタント白書』は、時代とともに変化・拡大する建設コンサルタントの

役割や活動、そして将来展望について、最新の情報を提供することを目的として、毎年

内容を更新しながら、発刊しています。執筆は建設コンサルタンツ協会の委員会メンバ

ーを中心に行っています。 
 令和 8 年度白書は前年度と同様、第１章「建設コンサルタントの概要」、第２章「建

設コンサルタントを取り巻く状況」、第３章「建設コンサルタントの役割とその多様化」、

第４章「建設コンサルタントの課題と今後の方向」、第５章「建設コンサルタンツ協会

の活動」の５章構成としました。SDGs、DX、アセットマネジメント、防災・減災、国

土強靱化などの最新動向を踏まえるとともに、建設コンサルタントが担う幅広い役割に

ついて内容の充実を図りました。また、能登半島地震からの復旧・復興支援をはじめと

する社会貢献活動や、業界の魅力向上に向けた新たな取組についても紹介しています。 
 
 この『建設コンサルタント白書』が、発注者をはじめ多くの皆さまに、建設コンサル

タントの理念や役割、将来の展望について理解を深めていただく一助となれば幸いです。

なお、本書に対する御意見、御感想などがございましたら、協会事務局宛にお寄せいた

だければ幸いです。 
 

       令和 8 年 8 月 
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